様式第５
大学における教育又は学術研究のための国内希少野生動植物種（緊急指定種）捕獲等届出（通知）書

　　　年　　月　　日

　　○○環境局長　　殿

届出（通知）者

	住所
	〒


	大学名
	

	代表者等
（役職・氏名）
	

	教育又は学術研究を行う者（所属・氏名）
	

	電話番号
	

	E-mail
	



大学における教育又は学術研究のために国内希少野生動植物種（緊急指定種）の個体の捕獲等を次のとおり行う必要があるので、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律施行規則第１条の５第２号の規定に基づき、次のとおり届出（通知）します。


	捕獲等をしようとする個体
	種名
（和名・学名。卵又は種子にあっては、その旨）
	

	
	数量
	

	捕獲等をする目的
	

	捕獲等をする区域及び
当該区域の状況
	

	捕獲等の方法
	

	捕獲等をした生きている
個体の輸送方法
	

	捕獲等をしようとする期間
	 　　　年　　月　　日から　　　年　　月　　日までの間

	捕獲等をした個体を飼養栽培しようとする場合
	所在地
（施設にあってはその名称を含む。）
	

	
	飼養栽培施設
の規模・構造
	

	
	取

扱

者
	住所
	

	
	
	氏名
	

	
	
	職業
	

	
	
	飼養栽培に
関する経歴
	

	備考
	



【添付図面】
1. 届出（通知）書には、捕獲等をする区域の状況を明らかにした図面を添付すること。
2. 捕獲等をした個体を飼養栽培しようとする場合にあっては、飼養栽培施設の規模及び構造を明らかにした図面及び写真を添付すること。
3. 捕獲等をしようとする個体が動物である場合にあっては、捕獲等の方法を明らかにした図面を添付すること。

【注　　意】
1. 不要の文字は抹消すること。
2. チェックボックスのある各欄については、該当するものにチェックを付し、様式に定める事項を記載すること。
3. [bookmark: _Hlk139549758]「代表者等」欄について、法人にあっては、代表者（ただし、捕獲等の権限が代表者から別の者に委譲されている場合は、当該委譲されている者）の役職及び氏名を記載すること。
4. 捕獲等をする目的の詳細を別紙に記載すること。
5. 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
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